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東
日
本
大
震
災
か
ら
２
カ
月
。

こ
の
地
震
は
市
内
各
地
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
、
ま
ず

何
を
す
べ
き
か
を
知
っ
て
お
く
こ

と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
ず
、「
自
分
の
身
の
安
全
を

図
る
こ
と
」。
落
下
物
を
よ
け
て

テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
下
で
揺
れ
が
落

ち
着
く
ま
で
待
ち
、
動
け
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
速
や
か
に
外
へ
避
難

し
ま
す
。
こ
の
と
き
慌
て
て
道
路

へ
飛
び
出
す
と
、
車
と
接
触
す
る

な
ど
の
危
険
が
あ
る
の
で
、
必
ず

　

災
害
発
生
時
に
重
要
に
な
る
の

は
災
害
状
況
や
避
難
な
ど
の
情
報

収
集
で
す
。
普
段
か
ら
情
報
収
集

の
準
備
を
す
る

こ
と
は
、
災
害

に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
食
い

止
め
る
こ
と
に

役
立
ち
ま
す
。

ま
ず
は
地
震
か
ら
身
を
守
る

≫地震などの大きな災害が起きると、
家族や知人などに連絡をとるため、電
話がつながりにくい状況になります。
災害用伝言ダイヤルは、災害発生後に
NTT がシステムを稼動し、家族間の
安否確認や集合場所の連絡などに利用
することができます。

1 局番なしの 171をダイヤルします。
2 １を入力後、自分の電話番号
　 を市外局番から入力します。
3 伝言を録音します。

1 局番なしの 171をダイヤルします。
2� 2 を入力後、相手の電話番号を市

外局番から入力します。
3 録音が再生されます。

※�携帯電話など他通信事業者の電話から
のご利用については、ご契約の各通信
事業者にお問い合わせ下さい。

忘れてイナイ？災害用伝言ダイヤル

171

≫被災地から伝言を登録する

≫伝言を聞く

正
し
い
情
報
を
手
に
入
れ
る

メールや携帯 Web など
で最新の情報を手に入れ
ることができる携帯電話

　

総
務
省
・
経
済
産
業
省

な
ど
で
は
、
震
災
時
に
お

け
る
自
治
体
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
当
市
で

も
震
災
翌
日
か
ら
ツ
イ
ッ

タ
ー
の
運
用
を
開
始
。
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
た
た
れ
た

状
態
で
、
携
帯
端
末
か
ら

迅
速
な
情
報
公
開
や
情
報

収
集
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
も
、
ふ
る
さ
と
市
民

と
の
交
流
を
目
的
に
、
市

の
お
知
ら
せ
や
イ
ベ
ン
ト

の
紹
介
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

い
ざ
と
い
う
時

は

☟

ユ
ー
ザ
ー
名

「kasum
igaura_

bro

」

〔災害危機管理ポータルサイト〕気象情報や茨城県の発信する防災情報な

どを集約したホームページです。 http://www.pref.ibaraki.jp/bousai/

〔防災情報メール〕防災に関する情報を電子メールで携帯電話やパソコン

に配信しています。

◉提供される情報

〔気象関連情報〕 ▼気象情報（大雨、洪水、暴風、波浪、

高潮） ▼土砂災害情報 ▼地震（震度 4 以上）、津波情報

▼竜巻注意情報

〔避難関連情報〕 ▼避難準備情報 ▼避難勧告 ▼避難指示
防災情報メール
登録 QR コード

ＨＰ

災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
に

周
囲
を
確
認
し
て
避
難
し
ま
す
。

　

次
に
、
小
さ
い
地
震
で
も「
火
を

消
す
習
慣
」。
し
か
し
、
大
地
震

の
時
、あ
わ
て
て
火
を
消
し
に
行
っ

て
大
ヤ
ケ
ド
を
負
う
例
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
慌
て
ず
、
ま
ず
身

を
守
り
、
激
し
い
揺
れ
が
収
ま
っ

て
か
ら
火
の
始
末
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

そ
し
て
、「
非
常
脱
出
口
の
確

保
」。
大
地
震
時
、
た
と
え
建
物

が
揺
れ
に
耐
え
た
と
し
て
も
、
倒

れ
て
く
る
家
具
や
ガ
ラ
ス
の
破
片

な
ど
で
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
家
具
の
転
倒
や

散
乱
が
行
く
手
を
は
ば
み
、
逃
げ

遅
れ
や
大
け
が
に
つ
な
が
り
ま

す
。
事
故
を
防
ぎ
、
ス
ム
ー
ズ
に

避
難
す
る
た
め
に
、
背
の
高
い
タ

ン
ス
や
本
棚
、
食
器
棚
な
ど
の
大

き
な
家
具
は
、
転
倒
防
止
金
具
や

支
え
棒
な
ど
で
固
定
し
、
上
に
重

い
物
を
置
か
な
い
。
窓
ガ
ラ
ス
に

は
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
な

ど
、「
倒
れ
る
」「
落
ち
る
」「
割
れ
る
」

危
険
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

≫災害危機管理ポータルサイトと防災情報メール

正しい
情報を

手に入
れる。

自分の
身は自

分で守
る。　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災
害
の
驚
異
。

災
害
か
ら
自
分
や
家
族
、
愛
す
る
人
の
命
を
守
る
た
め
に
、

そ
し
て
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

災 害 から 身 を 守 るた めに
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危
機
管
理

緊
急
地
震
速
報
や
テ
ロ
攻
撃
な
ど
、
時
間
的
に
余
裕
が
な
い
事
態
が
起
き
た
と
き
に
、

国（
総
務
省
消
防
庁
）が
市
の
防
災
行
政
無
線
を
自
動
起
動
さ
せ
、

瞬
時
に
警
報
を
放
送
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
早
期
避
難
や
被
害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

緊
急
情
報
を
瞬
時
に
警
報

事態内容 メッセージ

緊急地震速報
（推定震度 5 弱以上）

「緊急地震速報。大地震（おおじしん）です。大
地震です。」

震度速報
（震度 5 弱以上）

「震度◦の地震が発生しました。火の始末をして
ください。テレビ・ラジオをつけ、落ち着いて
行動してください。」

ゲリラ攻撃
「ゲリラ攻撃情報。ゲリラ攻撃情報。当地域に
ゲリラ攻撃の可能性があります。屋内に避難し、
テレビ・ラジオをつけてください。」

航空攻撃
「航空攻撃情報。航空攻撃情報。当地域に航空
攻撃の可能性があります。屋内に避難し、テレビ・
ラジオをつけてください。」

弾道ミサイル攻撃
「ミサイル発射情報。ミサイル発射情報。当地
域に着弾する可能性があります。屋内に避難し、
テレビ・ラジオをつけてください。」

大規模テロ攻撃
「大規模テロ情報。大規模テロ情報。当地域に
テロの可能性があります。屋内に避難し、テレビ・
ラジオをつけてください。」

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊジ
ェ
イ–

Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）運
用
開
始
※

消防庁

≫全国瞬時警報システム（J-ALERT）の放送内容

人工衛星

瞬時に伝達

かすみがうら市役所
大地震です。

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）は
、
対
処
に
時
間

的
余
裕
が
な
い
大
規
模
な
自
然
災

害
や
テ
ロ
攻
撃
な
ど
に
関
す
る
情

報
を
、「
国
か
ら
住
民
ま
で
直
接

瞬
時
に
」伝
達
す
る
こ
と
が
で
き

る
点
が
最
大
の
特
徴
で
す
。

　

こ
の
う
ち
地
震
は
、
推
定
震
度

５
弱
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
緊
急
地
震
速
報
を
配
信
。
警

告
音
と「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地

震
で
す
。
大
地
震
で
す
」な
ど
の

音
声
で
防
災
行
政
無
線
か
ら
地
震

発
生
を
知
ら
せ
ま
す
。
速
報
は
火

災
発
生
時
な
ど
と
同
様
、
自
動
的

に
最
大
音
量
で
流
れ
る
仕
組
み
で

す
。

内閣官房
武力攻撃など

気象庁
緊急地震速報など

≫全国瞬時警報システム（J-ALERT）のイメージ

防災行政無線

※�千代田地区は、今年度中に避難
所など 30カ所に小型受信機を設
置する予定です。

J-ALE
RT
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災 害 から 身 を 守 るた めに

『かすみがうら市地域防災計
画』に基づいた災害時の避難
場所など

避難所
被災者の住宅が回復されるま
で、あるいは応急仮設住宅へ
入居できるまでの一時的な生
活の本拠地となる施設

▼志筑小学校

▼新治小学校

▼千代田中学校

▼上佐谷小学校

▼七会小学校

▼下稲吉小学校

▼下稲吉中学校

▼下稲吉東小学校

▼下大津小学校

▼美並小学校

▼南中学校

▼牛渡小学校

▼佐賀小学校

▼安飾小学校

▼北中学校

▼志士庫小学校

▼宍倉小学校

▼わかぐり運動公園体育館

▼体育センター

避難場所
災害発生時、生命の安全を確
保するために、一時的に避難
する場所

▼老人福祉センター

▼ �茨城千代田農業協同組合
旧志筑支所

▼やまゆり保育所

▼第 2 常陸野公園

▼関鉄自動車工業

▼わかぐり保育所

▼稲吉ふれあい公園

▼勤労青少年ホーム

▼働く女性の家

▼逆西防災広場

▼牛渡地区公民館

▼農村環境改善センター

▼安飾地区公民館

▼志士庫地区第 1 公民館

▼志士庫地区第 2 公民館

▼大塚ふれあいセンター

▼千代田保健センター

▼霞ヶ浦保健センター

いざというときは
最寄りの施設へ避難を

害時にあわてないように家族で定期的に話し合い、災害に備えましょう。

家族の集合場所や役割分担、連絡方法、非常持ち出し品などについて確

認しておく機会としても大切です。

家族との連絡方法や集合場所を決める ▼家族みんなが一緒の時に災害が起こる

とは限りません。連絡方法や集合場所などを決めておきましょう。

家族みんなで避難場所を決める ▼実際に避難場所まで歩いてみましょう。この

とき、避難場所までの経路や危険な個所はないか確認をしておきましょう。

非常持ち出し品の準備 ▼非常持ち出し品が重すぎないか確認しておきましょう。

災害時の連絡先〔電話番号〕 ▼勤務先（学校） ▼親戚など ▼避難所・避難場所 ▼か
かりつけの病院をあらかじめ確認しておきましょう。

災
≫家族での避難の確認

家庭でいざという時に備える「非常持ち出し品」。避難時にすぐに持ち出す

べき、必要最小限の備えの「１次持ち出し品」と避難した後で少し余裕がで

てからの数日間（３日間程度）を自足するために必要な「２次持ち出し品」に分類す

ることができます。ライフラインが止まった場合を想定し、各家庭の家族構成に

合わせて準備しましょう。以下は参考例です。

1 1 次持ち出し品
①水分（3 日分：１人１日 3 リットルが目安、生活用水も十分に確保）②非常食品

③懐中電灯（家族１人に１個）④救急医療品（常備薬、持病薬など）

⑤携帯電話⑥携帯ラジオ⑦貴重品（財布、通帳、印鑑、保険証など）

2 2 次持ち出し品
①飲料水②非常食品（各自の嗜好とも照らして、3 日分程度を

しのぐ食料品）③衣類（季節・個々の状況により必要な物、数量）

④生活用品（予備電池、卓上コンロ、ガスボンベなど）⑤洗面

具（石けん、歯ブラシ、タオルなど）

各
≫備えて安心・心強い「非常持ち出し品」

域
住
民
の
方
々
へ
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
気
象
情
報
も
、
警
報

や
注
意
報
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
関

係
行
政
機
関
、
都
道
府
県
や
市
町

村
へ
伝
え
ら
れ
、
防
災
活
動
な
ど

に
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
報
道
機
関

な
ど
を
通
じ
て
地
域
住
民
の
方
々

へ
伝
え
ら
れ
ま
す
。
気
象
情
報
は
、

警
報
や
注
意
報
と
一
体
の
も
の
と

し
て
発
表
し
、
内
容
を
補
完
す
る

な
ど
、
防
災
上
重
要
な
情
報
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
予
報
や
情
報
を
重

視
し
た「
早
め
の
行
動
」が
、
災
害

に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

非
常
時
の
持
ち
出
し
品
は「
無

け
れ
ば
困
る
も
の
」を
そ
ろ
え
ま

す
。
特
別
な
も
の
を
用
意
す
る
の

で
は
な
く
、
毎
日
の
生
活
の
中
で

最
小
限
の
も
の
を
準
備
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

気
象
庁
は
、
気
象
現
象
に
よ
っ

て
災
害
が
起
こ
る
お
そ
れ
の
あ
る

と
き
に「
注
意
報
」を
、
重
大
な
災

害
が
起
こ
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き

に「
警
報
」を
発
表
し
て
、
注
意
や

警
戒
を
呼
び
か
け
ま
す
。
警
報
や

注
意
報
は
関
係
行
政
機
関
、
都
道

府
県
や
市
町
村
へ
伝
達
さ
れ
防
災

活
動
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、

市
町
村
や
報
道
機
関
を
通
じ
て
地

即時対
応。予

報
を
重
視
し
た「
早
め
の
行
動
」


